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１ こうした先行研究の例として、Mari Yoshihara, Musicians from a Different Shore-Asians and Asian
Americans in Classical Music（Temple University,２００７）（本書を日本の一般読者向けに改訂した書籍に『「ア
ジア人」はいかにしてクラシック音楽家になったのか？人種・ジェンダー・文化資本』アルテスパブリッシ
ング、２０１３年）がある）、Kunio Hara, Staging Nostalgia in Puccini’s Operas（Ph.D diss, Indiana
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を読むためには、各自治体の図書館か、ロンドン郊外のコリンデールにあった大英図書館の新


























３ The British Newspaper Archive は、出版・制作会社 DC Thompson の子会社である Findmypast Newspa-
per Archive Limited と大英図書館の提携によるオンライン・アーカイヴ・サービス。２０１８年８月３１日現在、
電子化対象タイトルは９６４、総ページ数は２７５０万枚を超え、特に１９世紀以降の新聞記事は収録数が充実してい
る。今後１０年にかけ、大英図書館所蔵の新聞記事から４０００万ページの電子化を目指すという。Gale Primary
Sources は、ランゲージラーニング社 Gale の電子コレクションを統合したプラットフォーム。１９th Century

























ペラ界のスターであったメルバ Nellie Melba（１８６１―１９３１）やカルヴェ Emma Calvé（１８５８―
１９４２）にも並ぶ素質と技術を持っていると述べ、自分が教える必要はないので自らのオリジナ
リティを探究するように、と激励したという１０。このオーディションには後の英国首相の母、





























Overture‘Britannia’（Mackenzie-Rogan） The Brigade of Guards
‘Drake’s Drum,’‘Devon, O Devon’（Stanford） Mr. Plunket Greene
‘It Comes from the Misty Ages’（Elgar） The Royal Choral Society
‘Land of Hope and Glory’（Elgar） Miss Phyllis Lett
‘Fall In’（Frederic Cowen） Mr. Charles Mott
‘Voi Che Sapete’（Mozart） Mme. Adelina Patti
Encore -‘Home, Sweet Home’（Bishop） Mme. Adelina Patti
（Part２）
‘Sakura（Cherry Blossom）’ Mme. Tamaki Miura
‘Hotaru（Glow Worm）’ Mme. Tamaki Miura
‘Caro Nome’（Verdi） Mme. Tamaki Miura
‘Call to Arms’ Mr. George Parker, the Royal Choral Society
‘There’s a Land’ Miss Carrie Tubb
‘It’s a Long Way to Tipperary’（Judge）
１１ ロイヤル・アルバート・ホールの公式ホームページに、この演奏会についてアーキビストが紹介した記事
がある。三浦の名が印字されたポスター画像も掲載されている。Suzanne Keyte,‘“A Great Patriotic Concert”
to Help the War Effort-２４ October １９１４,’〈https://www.royalalberthall.com/about-the-hall/news/2014/






１４ 以下の資料を参照した：‘King and Queen Attend a Patriotic Concert,’The Scotsman（26 October, 1914）,
p. 4；‘King and Queen at Patriotic Concert,’Leicester Daily Post（26 October, 1914）, p. 2；吉本編、『お蝶夫
人』、３３―３５頁。
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Russian, Belgian, Japanese, and French National Anthems
‘Rule Britannia’

































１８ John Williams,‘Take a Look: Titanic Band Memorial Concert Photograph Now on Display to the Public!’
〈https : / /www. royalalberthall. com/ about-the-hall / news/ 2017 / august / take-a-look-titanic-band-memorial-






































































２５ Michael Kennedy, The Halle Tradition: A Century of Music（Manchester University Press, 1960）, pp.１７４―
１８２を参照。
２６ Ibid. , p.１７５
２７ 田辺、『考証三浦環』、１５８頁。





























３０ ‘A Strange Fee’, Rochdale Observer（2 February, 1939）, p. 8.
３１ Henry J. Wood, My Life of Music（Purnell and Sons, 1938）, pp.２６５―２６６.
３２ ‘Music and Musicians,’The Sunday Times（22 November, 1914）, p. 2；‘Concerts, & c. - Royal Albert Hall,’
The Times（27 November, 1914）, p. 1.
３３ ‘Concerts, & c. - Grand Patriotic Concert,’ibid .（5 December, 1914）, p. 1.
３４ ‘Free Trade Hall - Brand Lane Orchestral,’Manchester Evening News（5 January, 1915）, p. 8.‘Caro nome,’
‘Two Japanese Songs’が演奏曲目として記載されている。
３５ ‘Music and Musicians,’The Times（17 January, 1915）, p. 4；‘Special Announcements - Grand Scotch
Festival and Patriotic Concert,’ibid.（15 January, 1915）, p. 1.「日本のプリマ・ドンナ三浦環が要望により
‘Villanelle’及び‘Within a Mile’を歌う」とある。
３６ ‘Concerts. - Grand National Concert of the Allies,’ibid.（20 February, 1915）, p. 1；‘Court Circular,’ibid.（24
February, 1915）, p. 11；‘Grand National Concert,’The Sunday Times（28 February, 1915）, p. 4.
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で知られる存在となっていたようだ。例えば、三浦と親交のあった徳川頼貞は、ケンジントン















































術は、画集 The Colour of London（Chatto & Windus,１９０７）で名の知られた牧野義雄（１８８３―
１９５６）が担当した。キャストはレオン・ラフィット Leon Laffitte（１８７５―１９３８）のピンカート
ン、ジョルジェット・メイラルド Georgette Mevrald のスズキ、チャールズ・ヴァルモラル
Charles Valmoral のシャープレス、オクターヴェ・デュナ M. Octave Dna のゴロー、レイモ
ンド・エリス Ramond Ellis のヤマドリ、Powell Edwards ポウェル・エドワーズのボンゾ、エ









動向を振り返ってきた。本項では、BNA 及び GPS に収録された新聞記事における三浦の歌唱
についての評価をみてみたい。この考察に用いた一次資料は、２０１８年５月～８月にかけ、BNA・








１１ The Times, The Sunday Times
５ Pall Mall Gazette
４ The Scotsman
３ Daily Mirror, Manchester Courier and Lancashire General Adviser, Manchester Evening
News
２ Newcastle Journal, The Stage, The Tatler
１ Belfast News-Letter, Belper News, Grantham Journal, Hull Daily Mail, Leicester Daily Post,










表１に示されるように、最も多く三浦の活動を伝えたのはロンドンの日刊紙 The Times 及び
The Sunday Times である。ここに掲載されたものが地方誌の批評欄に転載されることもあり、
影響力があった。音楽関連の記事が充実する Pall Mall Gazette が続き、５回の言及があった。
次に多いのは The Scotsman やマンチェスター近郊都市の新聞で、ブランド・レーン・コン
サートやスコットランド音楽祭での演奏の様子がしばしば伝えられている。記事数は少ないも



















































三浦の≪蝶々夫人≫出演は、１９１５年５月７日には既に Newcastle Journal に報じられている４９。




４３ ‘King and Queen Attend a Patriotic Concert,’The Scotsman（26 October, 1914）, p. 7.
４４ ‘King and Queen at Patriotic Concert,’Leicester Daily Post（26 October, 1914）, p. 2. 読売新聞の記事には、
日本歌曲を英語で歌ったとの記述がある。読売新聞［夫人付録］、「英國兩陛下の御前にて環女史獨唱の光瑩
に浴す」（大正３年、１２月５日）、５頁。
４５ ‘Metropolitan Gossic - The King and Queen at a Patriotic Concert,’Grantham Journal（31 October, 1914）,
p. 6.
４６ Manchester Courier and Lancashire General Advertiser（11 January, 1915）, p. 4
４７ Ibid.
４８ ‘Scottish Concert at the Albert Hall,’The Scotsman（25 January, 2015）, p. 10.
４９ ‘Music and Musicians,’Newcastle Journal（7 May, 1915）, p. 5.















６月２日、ロンドンの週刊紙 The Tatler は、「東京、帝国劇場から来た『新しい蝶々さん』」
という見出しで、蝶々さんに扮し和傘と扇を持って微笑む三浦の写真を掲載した（図２参照）。
図２．‘“A New Butterfly” from the Imperial Theatre, Tokio,’The Tatler,（２June,１９１５）, p.５５３
５１ ‘Music,’The People（16 May, 1915）, p. 4.
５２ ‘London Opera House - Madama Butterfly,’Pall Mall Gazette（1 June, 1915）, p. 6.










図３．‘A Wonderful Performance of ”Madama Butterfly”,’The Tatler（１６June,１９１５）, pp.２０―２１５４




Courier and Lancashire General Advertiser もまた、肯定的な意見を寄せている。「プッチーニ
５４ ©Illustrated London News Ltd/Mary Evans. Image created courtesy of The British Library Board.


































５６ Manchester Courier and Lancashire General Advertiser（2 June, 1915）, p. 2.
５７ ‘London News,’The Scotsman（19 July, 1915）, p. 7.































６０ 「三浦環全集」（日本コロムビア、１９９５年）、disc―1 track 5、０２：２１―０２：２４あたり。
６１ 田辺、『考証三浦環』、３１３頁。
































６０ 「三浦環全集」（日本コロムビア、１９９５年）、disc―1 track 5、０２：２１―０２：２４あたり。
６１ 田辺、『考証三浦環』、３１３頁。



































６４ Wood, My Life of Music, p. 266.
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５．今後の調査の展望と課題
本稿では、考察の蓄積の少ない英国時代の三浦の音楽活動について、二つの電子新聞アーカ
イヴを用い、現時点で入手できる一次資料を用いながら、三浦の活動状況を把握すると共に、
その歌唱がどのように受容されたか、その一端を明らかにした。これがごく限定的な資料に基
づいた調査であることは言うまでもなく、今回は対象としなかった音楽雑誌における批評も含
めて、より多角的に三浦の活動と受容を考察していくことが今後の課題である。
三浦環に関する研究は、彼女の歌唱それ自体がどのようなもので、どう評価されたかという
ことが詳細な考察の対象となることは極めて少ない。大正時代に女性職業家、それも国際的キャ
リアを歩む音楽家としての人生を選んだことで、何かと世間との軋轢を経験することになった
三浦の生涯は、ジェンダー研究のトピックとして魅力的だし、三浦を通じて具現化された蝶々
さんのイメージの伝播と影響は、先に述べたような２０世紀のオリエンタリズムとそれを取り巻
く性差や人種といった問題を考える上で興味深い研究対象である。このように三浦を文化的な
文脈に位置づける様々な考察が増えていく一方で、三浦自身が作り出した音楽についての評価
は後手に回っている感が否めないのも事実である。近年は録音を用いたパフォーマンス・スタ
ディーズによって、１９世紀末から活躍したオペラ歌手たちの演奏への評価が進んでいる。こう
した先行研究を拠り所に三浦の残した録音を考察し、新たな角度から演奏家としての評価を試
みるような研究も、今後期待されるだろう。
（本学講師＝英語担当）
―175―
